
～採用・定着に効く職場づくりのヒント～

人財不足の会社こそ行うべき健康経営とは？



１ 健康経営とは

本日の流れ

２ 健康経営に取り組むメリット

３ 健康経営優良法人認定制度

４ 適切な課題設定の重要性

５ 効果的な推進をするためのポイント
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健康経営とは

２



健康経営のイメージ．．．



人
的
資
本
経
営
・
健
康
経
営

身体的・精神的・社会的 健康の向上

組織の木

❑ 健康経営とは

３
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人財
の

定着化

採用力
の

強化
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ティーズム

の解消

アブセン
ティーズム

の解消



❑ 健康経営とは

WHOの健康の定義

健康とは、病気でないとか、弱っていないということではなく、肉体的にも、精神的にも、
そして社会的にも、すべてが満たされた状態にあることをいいます。（日本WHO協会訳）

４



健康経営に取り組むメリット

５



経済産業省：平成26年10月29日「企業による健康投資に関する情報開示について」より

❑ 健康経営に取り組むメリット（健康投資の企業価値への寄与）

６



人的資本に対する投資（従業員への健康投資）

従業員の健康増進/従業員の活力向上

組織の活性化 生産性の向上企業への効果

社会への効果

優秀な人材の獲得/人材の定着率の向上

経営管理として長期的なビジョンに基づいた実践（理念など）

国民の（生活の質）向上

❑ 健康経営に取り組むメリット（健康投資の重要性とその効果）

業績向上
企業価値向上

経済産業省：平成26年10月29日「企業による健康投資に関する情報開示について」より

７



出所：PRESIDENT 2010年5月17号

約200万円/年

❑ 健康経営に取り組むメリット（ダウ・ケミカルにおける慢性疾患によるコスト）

※ダウ・ケミカル社で一万人の社員を対象に病気が業務遂行にどのくらい影響があるかを調査した結果を金額に落とし込んだものです。
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ストレス等の心理的リスクが大きく作用
→精神的健康を軸に、身体的・社会的健康を！

プレゼンティーズム損失 77.9％ 早退/欠勤/その他 22.1%
（アブセンティーズム損失）

<

プレゼンティー
ズムの原因

従業員が出社していても、何らかの不調のせいで頭や体が思うように動かず、

本来発揮されるべきパフォーマンス（職務遂行能力）が低下している。

※東京大学政策ビジョン研究センター 健康経営研究ユニット  2017.3

組織の損失コスト

プレゼンティーズムとは？

❑健康経営に取り組むメリット（プレゼンティーズムの改善の重要性）

９



健康経営優良法人認定制度

１０



❑ 健康経営優良法人認定制度（中小規模法人部門）認定数の推移（全国版）

※経済産業省：健康経営優良法人2022（中小規模法人部門）認定法人取り組み事例集より 

１１

約51倍



❑ 健康経営優良法人認定制度 2025（中小規模法人部門）都道府県別認定数

※経済産業省：健康経営優良法人2025（中小規模法人部門）認定法人取り組み事例集より 

１２

全国17位



❑ 健康経営優良法人認定制度 2022（中小規模法人部門）都道府県別認定数

※経済産業省：健康経営優良法人2022（中小規模法人部門）認定法人取り組み事例集より 

働き方
改革

１億総
活躍

生涯
現役

日本型雇用
の終焉

人財
の

取り合い
ワーク・ライフ

バランス

人的資本経営

ワーケーション

１３

ウェルビーイング



❑ 健康経営優良法人認定制度 2026（中小規模法人部門）認定要件

ACTION！健康経営｜ポータルサイト（健康経営優良法人認定制度） (kenko-keiei.jp)
１４

https://kenko-keiei.jp/
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※経済産業省：健康経営優良法人2022（中小規模法人部門）認定法人取り組み事例集より 

❑ 健康経営優良法人認定制度 取り組み事例集

１５



適切な課題設定の重要性

１６



❑適切な課題設定の重要性

問題 課題

１７



❑適切な課題設定の重要性

GAP 問題

解決するためにすべきこと

課題

目標 ありたい姿・あるべき姿

原状 実際の姿・今の状態

※問題の原因分析

１８



主観的
ウェルビーイング
スコアが高い

やる気

成長意欲

利他性

つながり

多様性

健康

ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ

価値創造

創造性

能力向上

生産性

D＆I

人
的
資
本
・
働
き
方
改
革
の
指
標
・

健
康
経
営
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
資
本

ウェルビーイング研究から分かっていること （C）Takashi Maeno

❑適切な課題設定の重要性
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健康経営を効果的に推進するためのポイント

２０



❑健康経営を効果的に推進するためのポイント

仕組化

数値化

見せ方

２１



仕組

知識

制
度

情報

意
識

【仕組化】健康経営を効果的に推進するためのポイント

２２

行動：指示されてすぐに修正できる領域

考え方・価値観：時間をかけて伸ばす領域

経験・スキル：時間をかけて伸ばす領域

性格・性質：変えにくい領域



【数値化】健康経営を効果的に推進するためのポイント

①意識調査の結果を集計し、問題となる部分を洗い出しを実施
②労務管理 の確認
・組織図
・社員名簿（年齢、役職、入社日、部門別など）
・賃金台帳、出勤簿、就業規則、有給休暇管理表、健康診断結果など
・人事制度、キャリアパス、評価表、ラーニングパスなど
・休職者、退職者情報（退職理由、年齢など）
・休暇制度取得状況（育児、介護、特別休暇など）など 
・労災の発生状況など

③ヒアリング

STEP1.組織体制の確認

①経営理念等、理想的な組織のカタチを確認

②健康に関する社員意識調査（基準値設定）

STEP2.現状及び問題の把握

STEP3.課題の設定

STEP4.プログラム策定・健康づくりの推進

STEP5. 効果検証・改善

２３



【見せ方】健康経営を効果的に推進するためのポイント

ストレスチェックの回答結果

4.7％

27.6％

37%

28%

2.6

00％
”そうだ”以上の回答

同僚からのサポート 職場や仕事で変化があるときには、
従業員の意見が聞かれている

11.2％

11.5％

33%

36%

5.72.1

00％
”やや良い”以上の回答

7.3％

36.2％

36%

18%
2.1

00％
”そうだ”以上の回答

経営層からの情報は信頼できる
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時間外労働の推移

【見せ方】健康経営を効果的に推進するためのポイント

２５



理由不明

27人（28%）

精神疾病

6人（6%）

精神疾病外

3人（3%）
他社就職

31人（32%）

結婚

9人（9%）

年齢

11人（12%）

退職理由と退職者数

理由不明 精神疾病 精神疾病外 他社就職 結婚 年齢 家庭の事情 夫の転勤

業務変更 不適正 介護 業務過多 退職勧奨 諭旨退職 死亡

精神疾病 28歳

精神疾病
以外 53歳

他社就職 32歳

■平均年齢

【見せ方】健康経営を効果的に推進するためのポイント
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62% 5% 10% 5% 14%

51% 8% 15% 8% 15%

27% 10% 13% 14% 30%

19% 9% 0% 17% 36%

56% 8% 16% 5% 11%

41% 10% 22% 11% 9%

53% 3% 8% 6% 15%

飲み物

食べ物

運動

禁煙

心の健康

睡眠

適正飲酒

維持期
6ヶ月以上前から

健康づくりを始めている
行動期

6ヶ月以内に

健康づくりを始めている
準備期

1ヶ月以内に

健康づくりを始めたい
関心期

6ヶ月以内に

健康づくりを始めたい
無関心期

6ヶ月以内に

健康づくりを始める意思なし

【見せ方】健康経営を効果的に推進するためのポイント

２７



事例紹介

２８



まとめ

３０



【仕組化】健康経営を効果的に推進するためのポイント

【数値化】健康経営を効果的に推進するためのポイント

【見せ方】健康経営を効果的に推進するためのポイント

 仕組・制度を構築→情報・知識を入れ→真の行動変容

 労務管理情報を数値化し、適切な課題・目標設定に繋げる

 無関心層を巻き込むために、伝えた“つもり”で終わらない

３１



３２
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